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道標ない旅 考えて行動できる人
～自立・創造・しなやかな心～





【南郷中学校学校評価アンケート分析結果】

（１）学校教育目標「考えて行動できる人」に係る、スキルの達成度評価について

・保護者・生徒・教職員が概ね似たような傾向を示していた。

・設定１年目ではあるが、15 個設定したスキルにおいて、「協働」「共生」「他者尊重(差別しない力)」

については３者とも高評価であった。

・評価が３者とも評価（重心値）が低かったスキルは、「情報の真偽を吟味する力」「地域や世界の幸福

を考える力」「情報を適切に発信する力」であった。

（２）経営方針に係る重点目標の達成度評価について

【いじめ】

・「早期発見・早期解決」「再発防止への努力」については、教職員はやっていると思っているが、保護

者・生徒はそう評価していないことが分かった。

・携帯・インターネットで困った経験がある生徒が２０名いることが分かった。

・教員の情報共有、いじめは絶対に許さないという態度はしっかりしていることも分かった。

【重点１：時代に必要な資質能力を育む】

・話し合い活動はよくやっていることが分かるが、もう馴れてしまったのか、生徒が良くやっていると

いう感覚は薄れてきてさえいるように思える。

・同様に ICT 機器の活用については、教員が馴れからか特別に取り組んでいる感覚は薄らいでいるよう

に思える。

現に、全国学力学習状況調査にて、「１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT
機器を、どの程度使用しましたか」という質問に対し、本校では 89.7 ％の生徒がよく使っていると答

えているが、同問でよく使っていると答えた全国平均値は、28.1%にとどまる。本校は Chromebook の

活用が導入当初から進んでいる学校なのである。その結果馴れてしまって特別感が薄らいでいると考

える。

・授業に積極的に取り組んでいる意識が本校生徒にはあることも分かった。

【重点２：豊かな心を育み、信頼でつながった学校】

・15 名ほどの生徒が「楽しく生き生きと」できてはいないようで、そのことを感じ取っている教員がい

ることも分かる。

・「相談しやすい先生がいる」という生徒への質問項目は、(112,64,33,20.16,16)3.96 であったが、R4 年度

3.57(67,88,53,34,19,12)← R3 年度(76,72,54,31,8,11)3.45 と比して向上が感じられる。

【重点３：地域から愛されるコミュニティースクール運営】

・安全体制への取り組みへの保護者評価は、R3 3.88 → R4 3.89 → R5 3.94 と向上してきているが、同項

目の教職員の評価は R3 3.76 → R4 3.77 → R5 3.67 と下がった。管理職が積極的に関わったことが多

かったことで、教職員に伝わっていないことが予想される。

・南郷中生は、ルールを守ろうとしている意識が伝わってくる。親も感じているようである。

・開かれた学校づくりの情報発信については、保護者 R3 3.63 → R4 3.94 → R5 3.98 と向上し、教職員も

R3 4.00 → R4 3.95 → R5 4.22 と評価していることが分かった。


